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事業実施

（予定）年度
H30～H32

基本計画の該当個所 施策の柱２５－４

③事業内容

島外医療機関で通院治療を余儀なくされている難病患者等の渡航に伴う経済的負担を軽減することを目的とし、通院に要する渡航費に対
し、全部又は一部助成を行う。
○助成対象：ガン・指定難病・小児慢性・小児その他
○回数　　　：年度5回
○助成額　：上限1万円、付添有　上限1万5千円

【暮らす】　施策の柱２５

①予算事業名 難病患者渡航費助成事業 事業名 難病患者渡航費助成事業

総合計画上の位置づ

け上段：「島づくり

目標」　下段：「施

策の柱」

島民の健康づくり推進

島民の健康づくり推進

②担当部課名 福祉課

(a)国庫

④実施方法  　 ■直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費

【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

(c)地方債等

(b)県費 608,000 608,000 608,000

計(a～d) 700,000 1,200,000 2,105,000 2,105,000 2,105,000

(d)一般財源 700,000 1,200,000 1,497,000 1,497,000 1,497,000

特定財源名
（a）または（b）の

名称
沖縄県離島患者支援事業補助金 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度

①助成金申請時の受付事務
②助成金の支払事務
③住民への事業周知
④県補助金に係る事務（交付申請、実績報告等）

平成３１年度

①助成金申請時の受付事務
②助成金の支払事務
③住民への事業周知
④県補助金に係る事務（交付申請、実績報告等）

平成３２年度

①助成金申請時の受付事務
②助成金の支払事務
③住民への事業周知
④県補助金に係る事務（交付申請、実績報告等）

助成内容の
見直し・要綱

改正
実施

事
業
効

果
・
成
果

等
・通院に係る渡航費の一部助成を行うことで、患者家族の経済的負担の軽減となり、専門的な治療が受けやすくなる。
・平成29年度より県補助事業を活用し、対象者等の拡充を行ってきたが、ガン患者等は通院が1か月2回など頻繁にあり、現在の助
成内容では経済的負担軽減が見込めない為助成回数や助成額等の見直しを必要とする。

助成制度の見直し

目　標

助成件数

目　標 60名200件 70名250件 70名250件 70名250件

⑧写真及び図

面

実　績

⑦成果目標

（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度 ３２年度

目標値
（３７年度）

実　績 50名180件


